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3. 解説：街を探る 千住宿（１）歴史を今につなぐ再生へ －東京・足立区千住－ 

                          （Japa 理事 小畑きいち） 

 

■ 歴史を今につなぐ再生へ ～千住宿 400年の歴史～ 

       

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千住宿、江戸期に江戸４宿（品川、千住、板橋、内藤新宿）の宿場町の一つとして栄えた。徳

川家康は、豊臣秀吉の小田原北条征伐後、関東・奥羽の惣無事を命ぜられ、領国となった関東

平野の河川改良という大土木事業を始めた。そして江戸の後背で水に恵まれた低湿地帯を肥沃

な穀倉地とすべく、千住を、江戸と米どころを結ぶ拠点として江戸圏インフラの一環として、

また兵糧供給地域の核として整備したとみられる。 

 

江戸時代には、江戸四宿における最大の宿場かつ農林産物（武蔵の足立・川越、秩父から）な

ど物産の集散地として江戸の生活を支える物流拠点ともなり地域の核として大きく発展した。

そこで商取引で裕福となった大商人などの間で江戸文化人などとの文化交流が盛んとなり、書

画、俳諧などのたしなみが広がり、江戸文化のサテライト地区として繁栄を謳歌した。 

 

明治に移り、近代国家を目指すことで水運など好立地に恵まれる川沿いが注目され工場地域と

して発展。対岸の南千住とともに毛織物、鉄鋼、造船、皮革などの産業が稼働、戦災による中

断を除き経済復興期まで工業生産が続き京浜工業地帯の一翼を担った。しかし、1980 年以降

では工場などの転出・閉鎖などが続き衰退する。一方、商業では、千住の商店街は常磐線・東

武線郊外を商圏として復興で賑わいを増すが、高度成長期においては斬新な商業施設などの進

出もなく商圏が収縮し、千住商店街は変化対応に遅れ、さらに買い物客は地下鉄で都心へ流出

し減少する。このような状況変化に対して、地元では長期に商業停滞に陥り再生を探る。ここ

では千住宿のこれまでの歴史と時代変化を辿りながら繁栄・低迷から再生への紆余曲折を探る。 
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■ 千住宿 

“千住”の由来は 1327 年に地侍である新井図書政次が荒川(現隅田川)で｢千手観音像｣を引き

上げ、後に勝専寺(通称赤門寺)にこの千手観音像を安置したことに始まったと言い伝えられる。 

 

徳川家康の関東転封で江戸入府後の 1594 年に千住に隅田川唯一の橋として「大橋」（千住大

橋）を架け、千住宿の整備が進められた。他方、江戸時代には東海道は「六郷の渡し」、中山

道では「戸田の渡し」による渡河として江戸防備のために架橋が行われなかった。架橋以前は

下流の「橋場の渡し」から奥州街道、佐倉街道、水戸街道などへと街道筋へと通じていたが、

「大橋」の架橋で、それら街道筋も千住へ移転させた。江戸幕府は日光・東照宮に通じる千住

宿を江戸への城北の拠点として、旅人出入り監視また領国監視の拠点としたとみられる。橋に

は水に強く腐りにくい「高野槇」を伊達政宗が自領で産出の木材を大量に寄進し、関東代官頭

の伊奈忠次が架橋作事を担い、難工事の末に完成させた。東京の“北東の拠点”としての「千

住」がここに始まる。 

 

江戸時代、この付近は風景眺望良く行楽地としても人気があり富士、筑波や日光連峰などが遠

望できる景勝地であることから、千住大橋や関屋の里などが江戸庶民の観光名所となっていた。

そのためこの時代には「宿場町」、「商業町」に加えて「行楽地」としても栄えた。 

 

■ 千住宿の発展と町人文化 

 

勝専寺（赤門寺）      千住のおおはし(歌川広重） 江戸時代の千住宿ジオラマモデル 

 

街として繁栄していたもうひとつの理由は、千住宿で裕福となった旦那衆（大商人）の文化趣

味の高まりが挙げられる。その中心として注目された人物が、千住ゆかりの建部巣兆（たけべ

そうちょう）である。また千住宿は、松尾芭蕉も 1689 年に「奥の細道」紀行の矢立初めの地

としても記されている。 

 

巣兆は文化粋人として、また画人・俳人としても注目され、

千住に移り住んで千住関屋の里に「秋香庵」という庵を建

て拠点として活躍した。そこで「千住連」という俳諧活動

も始めたとされる。千住連の仲間には、千住仲宿（掃部宿）

の物流関係の様々な問屋などの旦那衆が集まり、連には、

江戸町人の文化人である谷文晁、酒井抱一、大田南畝、小

林一茶（注１）などが招かれ、町人文化活動や人々との交

流を積極的に行い文化が華いた地とされた。 
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（注１）足立区北部の炎天寺には、「蝉なくや六月村の炎天寺」、「やせ蛙負けるな一茶是にあり」の

句碑が境内に建てられ、毎年一茶忌（11月 19日）に近い 11月頃に奉納蛙相撲が名物の「一茶まつり」

が開催される。 

 

こうして、千住連は、共に飲食しながら町人文化活動を続け交流を行っていたとされる。この

ような町人による文化活動が千住宿に根付いて交流が盛んに続けられた。1815 年（文化 12 年）

に千住連は「千住酒合戦」を千住の飛脚問屋の主人の還暦を祝う酒飲宴会として開催、そのな

かには、谷文晁などをはじめとする江戸の文化人たちの姿もあったとされる。それに酒宴だけ

でなく、著名絵師や自作などの書画、俳句の展示や鑑賞批評など文化談義などもあり狩野彰信

なども千住酒合戦に参加していたと記されている。   

 

絵師など風流な文化人と千住宿の旦那衆との交流は世代を超えて続き、大商人の中には弟子と

して書画などの教えを乞い、たしなむ人々も少なくなかったとされる。その芸術伝統は明治期

にも入っても継承される。このようにして江戸市中の町人文化が千住宿の人々に広がり深まっ

た。近年、千住において貴重な書画など文物作品などが旧家・寺社などで発見され、改めて当

時の千住宿の文化の高さが認識された。文化発展を支えた千住宿は江戸郊外の宿場町という街

の特性から多様な人々との交流、つながりが多く、他者を受け入れて、よしみを通じて町を発

展させてきたという特色があった。こうした他者に寛容な街として多様な交流を促し、町人の

さらなる文化交流も促し、“千住の琳派”と称する芸術文化を後世へと伝えている。 

 

             江戸時代における千住宿の主な歩み 

元号 西暦 千住宿に関する主な出来事（1590-1868 年間） 

天正 18年 1590 年 徳川家康江戸入府 

文禄 3年 1594 年 千住大橋の架橋および千住宿の整備。 

慶長 6年 1603 年 徳川家康、江戸幕府開く 

寛永 2年 1625 年 奥州街道・日光街道の初宿と指定 

元禄 2年 1689 年 松尾芭蕉の出立「奥の細道」 

享保 20年 1735 年 千住青物市場が御用市場に指定 

文化 12年 1815 年 千住酒合戦 

天保 2－4年 1831 年～1835 年 葛飾北斎「富嶽三十六景」の発表 

明治元年 1868 年 明治維新 

 

■ 江戸時代における千住宿の存在 

① 地理上の特性 

日光・奥州街道の初宿として、複数街道筋の分岐点として重要な陸上交通拠点となる。千住宿

は、千住町（千住一～五丁目）を本宿とし、ついで中宿として千住掃部宿など、最後に隅田川

対岸にあった小塚原町など（現在の荒川区南千住）が南宿と加宿され規模が拡大され、江戸四 

宿で最大の人口約 1 万人へと成長した。 
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② 宿駅から商いの街・物流の拠点へ 

千住宿は隅田川（荒川、新河岸川）・綾瀬川などが交差していたことから高瀬舟などによる舟

運が盛んで舟着き場として、また、幕府認定の千住青物市場（やっちゃ場）が設置されたこと

から水陸による物品の集散地として、秩父からの木材、武蔵・足立郡（現足立区と埼玉県南部）

や川越藩などからの農産物などを扱う問屋などが連なり、江戸への物流の中継地とし、他の江

戸三宿と異なる発展をした。この頃の農産物ブランドである「千住ねぎ」は今にも継承される。 

 

③ 千住の町人文化をつなぎ、“千住の琳派”文化遺産として次へと伝える 

千住宿は寺社や町家など歴史的価値を持つ箇所が多い。江戸市中の町人文化人などとの交流が

盛んであったことから、富裕な千住の旦那商人衆による書画・俳句などをたしなむ文化趣味な

どによる町人文化が花開き、江戸後期から明治期などにおける当時の文物が寺社や旧家などで

発見されている。江戸琳派の流れを組む酒井抱一の一派である鈴木基一から、村越基栄（江戸

末期）から村越向栄、中野基豊（明治期）などまでの町人たちの文化遺産調査から富裕町人と

絵師など文人との交流が明らかとなり、他者を受け入れる開放性と庶民性が引き継がれていた

ことが明らかとなった。 

 

文化を掘り起こし・歴史を紐解いて次世代へ文化をつなぎ、街が生活に根付いた文化を引き継

ぎ活かすことから街の歴史を紡ぎ、再生へと道がつながる。 

     「夏秋草図屏風」村越基栄（江戸後期）     「八橋図屏風」村越向栄（明治期）      

(注 2) 江戸琳派美術に興味ある方は Lhttps://adachicity-museum.jp/exhibition/floor/ もご覧ください。 
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補：本執筆者（小畑きいち）のバックナンバー［海外を知る・学ぶシリーズ、都市を探る スマートシ

ティシリーズ］は https://www.japa.fellowlink.jp/professionalに掲載  


